
平成３０年度全国学力・学習状況調査結果について【概要】 

 

                       

 

（１）目 的  

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

    ○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

    ○そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

   

（２）調査期日   平成３０年４月１７日（火）   

 

（３）調査の方法  悉皆調査  

 

（４）調査を実施した学校数・児童生徒数 
 

学 年 学 校 数 児童生徒数 

小学校第６学年 

 

公立小学校  ２８２ 校 

特別支援学校    ２ 校 

 

計    ２８４ 校 

 

児  童 

        １０,９１２ 人 

 

中学校第３学年 

 

 

公立中学校  １４５ 校 

中等教育学校   １ 校 

特別支援学校   ６ 校 

 

計     １５２ 校 

 

生  徒 

        １０,７０１ 人 

 

（５）調査の内容 

    ① 教科に関する調査（国語、算数・数学、理科）  

      問題Ａ･･･主として「知識」に関する問題 

      問題Ｂ･･･主として「活用」に関する問題 

     ※理科は「知識」と「活用」に関する問題を一体的に出題 
 

  ② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

        ア 児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙） 

【小学校…６２項目 中学校…５９項目】 

        イ 学校に対する調査（学校質問紙） 

  【小学校…８４項目 中学校…８１項目】 

 １ 調査の概要 



                      
 
（１）教科に関する結果 
  ① 全体の結果 
 
 
 
 
  ② 教科ごとの結果 

（平成 29 年度から、都道府県等における各区分の平均正答率は整数値で提供） 

 【小学校】                              【中学校】                             
  

区分 

平均正答率(％) 

山口県 全  国 

国語Ａ 72 70.7 

国語Ｂ 57 54.7 

算数Ａ 64 63.5 

算数Ｂ 52 51.5 

理 科 62 60.3 

                                                                              
（２）児童生徒質問紙の結果 

 【望ましい状況】 
  ○《地域との関わり》 

授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機会があっ
たと思う子どもや、今住んでいる地域の行事に参加している子どもの割合は、全国
と比べて高い。 

      ○《子どもたちの意識》 
自分にはよいところがあると思う子どもや、いじめは、どんな理由があってもい

けないことだと思う子どもの割合は、全国と比べて高い。人の役に立つ人間になり
たいと思う子どもの割合も、全国と比べて高い。 

      ○《学校の授業や活動》 
課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う子どもや、話

し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思う
子どもの割合は、全国と比べて高い。 

 
 【課題のみられる状況】 

●《家庭での学習習慣》 
平日（学校の授業時間以外）に１時間以上勉強をする子どもの割合は増加傾向に

あるものの、２時間以上勉強する子どもの割合は、全国と比べて低い。 
平日に読書をする子どもの割合は、全国と比べて高いものの、「全くしない」と

回答した子どもの割合が、小学校１８．３％、中学校２７．１％であり、依然とし
て高い傾向が見られる。 

   ●《地域との関わり》 
     地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある子どもの割合は、全国と比

べて高いものの、減少傾向が見られる。 

 

区分 

平均正答率(％) 

山口県 全  国 

国語Ａ 77 76.1 

国語Ｂ 61 61.2 

数学Ａ 67 66.1 

数学Ｂ 46 46.9 

理 科 67 66.1 

２ 調査結果の概要 

○小学校では、全ての区分で全国平均以上である。 

○中学校では、区分によって差はあるものの、概ね全国平均と同程度である。 



（３）学校質問紙の結果 
 【望ましい状況】 

     ○《教育課程》 
各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた横断的な視

点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列して指導計画を作成して
いる学校や、教育課程の趣旨について、家庭や地域との共有を図る取組を行ってい
る学校の割合は、全国と比べて高い。 

○《学習指導》 
習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をした学校や、

各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かすことができるような機会
を設けた学校の割合は、全国と比べて高い。 

   ○《調査結果の活用》 
全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と

併せて分析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行っている学校の
割合は、全国と比べて高い。 

   
 【課題のみられる状況】 
   ●《地域との関わり》 

地域や社会をよくするために何をすべきかを考えさせるような指導を「よく行っ
た」学校の割合は、全国と比べて高いものの、減少傾向が見られる。 

 
（４）今後の対応 
      各学校の課題解決に向けた取組が具体化され、適切な実施が図られるよう、市町教

委との連携を一層強化する。また、今後も「やまぐち型地域連携教育」による家庭や
地域との連携・協働を基盤として、「学校の組織力の充実」、「教員の授業力の向上」、

「学校・家庭・地域の連携力の強化」の三つの視点から、それぞれの取組を推進する
とともに、新学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の更なる充実を図り、子どもた
ち一人ひとりの確かな学力の定着と向上に向けて取り組む。 

 
    □  「学校の組織力の充実」に向け、４月の全国調査と１０月の山口県学力定着状況

確認問題を活用した年間２回の検証改善サイクルに基づく取組の充実を図る。学力
分析支援ツールを活用した結果分析や、成果と課題の共有、課題解決に向けた取組
の改善や学力向上プランの見直しなど、各学校の全校体制による取組を、学校訪問
等により支援する。 

 
    □  「教員の授業力の向上」に向け、各種研修会や研究指定校等の成果の普及を図る。

また、子どもたちの状況に応じたきめ細かな指導体制づくりを推進するため、学校
の課題に応じた少人数指導など、少人数教育の充実を図る。さらに、地域内の学校
を継続的に訪問・指導する市町教委の指導主事等と、思考力・判断力・表現力等の
育成など、本県の学力課題を共有し、子どもたちが、学習したことを活用しながら、
論理的に考え、説明する力を高めることができるよう、課題解決に向けた各学校の
具体的な授業改善の取組を一層推進する。 

 
    □  「学校・家庭・地域の連携力の強化」に向け、校種間での連携を推進し、各教科

等の学習内容の系統性や指導方法の共通理解を図る。また、「やまぐち型地域連携
教育」の仕組みを生かした、学校、家庭、地域の情報共有や地域人材による学習支
援など、豊かな学びを支える学習環境づくりを進める。 

 



                       

 

（１）教科の結果 
【平成３０年度 各教科の結果】 

     

 
（全国の平均正答率との比較） 

※ 平成 29 年度から、都道府県等における各区分の平均正答率は整数値で提供されて
いるため、全国平均との差を範囲で示している。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
（全国の平均正答率との比較） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 

国語Ａ  8.6／12  8.5／12 72 70.7 

国語Ｂ  4.6／ 8  4.4／ 8 57 54.7 

算数Ａ  8.9／14  8.9／14 64 63.5 

算数Ｂ  5.2／10  5.1／10 52 51.5 

理 科  9.9／16  9.6／16 62 60.3 

 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 

国語Ａ 24.6／32 24.3／32 77 76.1 

国語Ｂ  5.5／ 9  5.5／ 9 61 61.2 

数学Ａ 24.2／36 23.8／36 67 66.1 

数学Ｂ  6.5／14  6.6／14 46 46.9 

理 科 18.0／27 17.9／27 67 66.1 

３ 資  料 

は、山口県の平均正答率（％）の範囲を示す

山口県 72
全　国 70.7
山口県 57
全　国 54.7
山口県 64
全　国 63.5
山口県 52
全　国 51.5
山口県 62
全　国 60.3

理科

算数B

+1 +2 +3

国語A

国語B

-1 0

算数A

区　分 平均正答率（％） -3 -2

は、山口県の平均正答率（％）の範囲を示す

山口県 77
全　国 76.1
山口県 61
全　国 61.2
山口県 67
全　国 66.1
山口県 46
全　国 46.9
山口県 67
全　国 66.1

数学A

数学B

理科

0 +1 +2 +3

国語A

国語B

-1区　分 平均正答率（％） -3 -2

○小学校 

○中学校 



【参考：平成２９年度】 

  ○小学校 

区分 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 
国語Ａ 11.4／15 11.2／15 76 74.8 
国語Ｂ 5.2／ 9 5.2／ 9 58 57.5 
算数Ａ 11.8／15 11.8／15 79 78.6 
算数Ｂ 5.0／11 5.1／11 45 45.9 

  ○中学校 

区分 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 
国語Ａ 25.4／32 24.8／32 79 77.4 
国語Ｂ 6.6／ 9 6.5／ 9 73 72.2 
数学Ａ 23.9／36 23.3／36 66 64.6 
数学Ｂ 7.4／15 7.2／15 49 48.1 

 
【参考：平成２８年度】 

  ○小学校 

区分 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 
国語Ａ 11.2／15 10.9／15 74.6 72.9 
国語Ｂ 5.9／10 5.8／10 58.7 57.8 
算数Ａ 12.5／16 12.4／16 78.4 77.6 
算数Ｂ 6.3／13 6.1／13 48.1 47.2 

  ○中学校 

区分 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 
国語Ａ 25.4／33 25.0／33 76.9 75.6 
国語Ｂ 6.1／ 9 6.0／ 9 68.2 66.5 
数学Ａ 22.9／36 22.4／36 63.6 62.2 
数学Ｂ 6.8／15 6.6／15 45.0 44.1 

                                                               
【参考：平成２７年度】 

  ○小学校 

区分 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 
国語Ａ 10.1／14  9.8／14 72.1 70.0 
国語Ｂ  6.1／ 9  5.9／ 9 67.5 65.4 
算数Ａ 12.3／16 12.0／16 77.1 75.2 
算数Ｂ  6.0／13  5.9／13 46.4 45.0 
理 科 15.0／24 14.6／24 62.7 60.8 

  ○中学校 

区分 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 
国語Ａ 25.2／33 25.0／33 76.4 75.8 
国語Ｂ  6.0／ 9  5.9／ 9 66.3 65.8 
数学Ａ 23.5／36 23.2／36 65.3 64.4 
数学Ｂ  6.4／15  6.2／15 42.4 41.6 
理 科 13.3／25 13.3／25 53.0 53.0 

 



（２）各教科ごとの結果 

小学校国語 

 

 

 

 

 

【相当数の児童ができている点】 

 （Ａ）相手や目的に応じ、自分が伝えたいことについて、事例などを挙げながら筋道を

立てて話すこと 

 （Ａ）日常生活で使われている慣用句の意味を理解し、使うこと 

【課題のある点】 

 （Ｂ）話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめるこ

と 

（Ｂ）目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして、詳しく書くこと 

  

小学校算数 

 

 

 

 

 

【相当数の児童ができている点】 

 （Ａ）異種の二つの量のうち、一方の量がそろっているときの混み具合の比べ方を理解

すること 

 （Ａ）１８０°の角の大きさを理解すること 

【課題のある点】 

（Ａ）直径の長さと円周の長さの関係について理解すること 

（Ｂ）棒グラフと帯グラフから読み取ることができることを、適切に判断すること 

 

小学校理科 

 

 

 

 

【相当数の児童ができている点】 

  ○ 堆積作用について、科学的な言葉や概念を理解すること 

○ より妥当な考えをつくりだすために、二つの異なる方法の実験結果を分析して考

察すること 

【課題のある点】 

  ○ より妥当な考えをつくりだすために、実験結果を基に分析して考察し、その内容

を記述すること 

○ 実験結果から言えることだけに言及した内容に改善し、その内容を記述すること 

 

○算数Ａについては、平均正答率が 64％であり、全国平均と同程度であるが、知識・

技能の定着に課題が見られる。 

○算数Ｂについては、平均正答率が 52％であり、全国平均と同程度であるが、知識・

技能の活用に課題が見られる。 

○国語Ａについては、平均正答率が 72％であり、全国平均を上回っているものの、知識・

技能の定着にやや課題が見られる。 

○国語Ｂについては、平均正答率が 57％であり、全国平均を上回っているものの、知識･

技能の活用に課題が見られる。 

○理科については、平均正答率が 62％であり、全国平均を上回っているものの、知識・

技能の活用に課題が見られる。 

（「知識」に関する問題平均正答率：80％、「活用」に関する問題平均正答率：57％） 



中学校国語 

 

 

 

 

 

【相当数の生徒ができている点】 

 （Ａ）話の論理的な構成や展開などに注意して聞くこと 

（Ａ）文脈の中における語句の意味を理解すること 

【課題のある点】 

（Ａ）目的に応じて文の成分の順序や照応、構成を考えて適切な文を書くこと 

（Ｂ）目的に応じて文章を読み、内容を整理して書くこと 

 

 

 中学校数学 

 

 

 

 

 

【相当数の生徒ができている点】 

 （Ａ）簡単な連立二元一次方程式を解くこと 

 （Ｂ）問題場面における考察の対象を明確に捉えること 

【課題のある点】 

 （Ａ）証明の必要性と意味を理解すること 

 （Ｂ）与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理すること 

 

 

 

 中学校理科 

 

 

 

 

【相当数の生徒ができている点】 

  ○ 豆電球と豆電球型のＬＥＤの点灯の様子と電力との関係を指摘すること 

○ 初期微動継続時間の長さと震源からの距離の関係の知識と音の速さに関する知識

を活用すること 

【課題のある点】 

  ○ 風向の観測方法や記録に関する知識・技能を指摘すること 

  ○ 植物を入れた容器の中の湿度が高くなる蒸散以外の原因を指摘すること 

○国語Ａについては、平均正答率が 77％であり、全国平均を上回っているものの、知識・

技能の定着にやや課題が見られる。 

○国語Ｂについては、平均正答率が 61％であり、全国平均と同程度であるが、知識･技

能の活用に課題が見られる。 

○数学Ａについては、平均正答率が 67％であり、全国平均を上回っているものの、知識・

技能の定着に課題が見られる。 

○数学Ｂについては、平均正答率が 46％であり、全国平均を下回っており、知識・技能

の活用に課題が見られる。 

○理科については、平均正答率が 67％であり、全国平均を上回っているものの、知識・

技能の定着と活用に課題が見られる。 

（「知識」に関する問題平均正答率：68％、「活用」に関する問題平均正答率：66％） 

 



（３）児童生徒質問紙の結果 

①家庭での生活習慣 

ア テレビやインターネットでのニュース視聴 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②家庭での学習習慣 

ア 平日の家庭学習の時間 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



イ  自分で計画を立てた学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 平日の読書時間 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③地域との関わり 

ア 地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機会 

 

 

 

イ 地域行事への参加 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ウ 地域や社会で起こっている問題や出来事への関心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④子どもたちの意識 

ア 自分にはよいところがある 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ いじめは絶対にいけない 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウ 人の役に立つ人間になりたい 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 将来の夢や目標を持っている 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤学校の授業や活動 

ア 課題の解決に向けた主体的な取組 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりしている 

 

 



（４）学校質問紙の結果 

①教育課程 

ア  横断的な視点で、教育の内容を組織的に配列して指導計画を作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 子どもの姿や地域に関するデータ等に基づいたＰＤＣＡサイクルの確立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウ  地域等の外部の資源を含めた人的・物的資源を活用した指導計画の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ  教育課程の趣旨についての家庭や地域との共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②学習評価 

ア  習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かすことができるような機

会の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③調査結果の活用 

ア  全国調査と県調査を併せて分析し、指導の改善や指導計画等に反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④地域の人材活用 

ア 地域の人材を外部講師として招聘した授業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ  ボランティア等による授業サポート（補助）の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ  地域や社会をよくするために何をすべきかを考えさせるような指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤家庭学習 

ア  保護者に対して児童生徒の家庭学習を促す働きかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  家庭での学習方法等の具体的な説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥教員研修・教職員の取組 

ア  校外の教科教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  校内外の研修や研究会に参加した成果を教育活動に積極的に反映 

 

 

 

 

 


